
藤
江
峰
夫
先
生
と
末
問
問
実
先
生
を
送
る

九
八
一
年
四
丹
に
諮
問
教
育
大
学
教
育
学
部
か
ら
フ
エ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
毘
文
学
科
専
任
講
師
と
し
て
赴
任

。
一
四
年
三
月
ま
で
、
一
一
一
十
三
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
大
学
及
び
日
本
文
学
科
の
た
め
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
。
一
九
八
四
年
四

月
に
は
助
教
授
、
そ
し
て
一
九
九
三
年
四
丹
に
は
教
授
に
昇
進
さ
れ
、
ま
た
横
浜
市
立
大
学
、
神
奈
川
大
学
、
横
浜
臨
立
大
学
、
お
茶
の
水
女

子
大
学
で
非
常
勤
講
師
も
務
め
ら
れ
、
学
内
外
で
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
育
て
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
学
内
で
は
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
入
試
部
長
を
務
め
ら
れ
、
そ
れ
を
皮
切
り
と
し
て
、
一
九
九
五
年
か
ら
一
九
九
七
年

ま
で
教
務
部
長
、
一
九
九
六
年
か
ら
一
九
九
九
年
ま
で
教
育
・
研
究
用
情
報
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
長
、
一
九
九
八
年
か
ら
一
九
九
九
年
と
二

O

O
七
年
か
ら
二

O
O
九
年
ま
で
大
学
評
議
員
、
ニ

O
O
三
年
か
ら
一
一

O
O
七
年
ま
で
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー
長
、
二

O
O
五
年
か
ら
二

O
一
一
年

ま
で
日
本
文
学
科
主
任
、
一
一

O
O
九
年
か
ら
二

O
二
一
一
年
ま
で
フ
ヱ
リ
ス
女
学
院
評
議
員
、
ニ

O
一
一
年
か
ら
ニ

O
二
一
一
年
ま
で
大
学
附
購
図

書
館
長
を
歴
任
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
い
て
、
実
に
多
く
の
革
新
的
な
改
革
を
推
し
進
め
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
履
歴
に
も
明
ら
か
な
と

お
り
で
す
。

ま
た
御
研
究
の
分
野
で
は
、
科
学
研
究
費
助
成
研
究
と
し
て
「
宗
家
文
庫
和
書
分
類
目
録
」
「
黒
川
村
公
民
館
所
蔵
和
書
分
類
目
録
」
、
ま
た

井
原
西
鶴
と
古
典
俳
諮
の
研
究
を
展
開
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

O
一
四
年
三
月
一

が
、
定
年
と
な
り
ま
す
。

藤
江
峰
夫
先
生
は
、

さ
れ
、

日
付
で
、
藤
江
峰
夫
先
生
と
末
岡
実
先
生
(
着
任
順
で
藤
江
峰
夫
先
生
の
お
名
前
を
先
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)
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ま
た
、
実
に
魅
力
的
な
授
業
で
の
み
な
ら
ず
、
他
学
部
・
他
学
科
の
学
生
の
人
気
も
高
く
、
ま
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
き
め
細
や

か
な
指
導
と
共
に
研
究
の
厳
し
さ
を
教
え
伝
え
る
、
優
れ
た
「
師
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
後
輩
に
も
、
学
内

校
務
に
つ
い
て
費
重
な
助
言
・
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
末
開
実
先
生
は
、
一
九
九

0
年
四
月
に
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
分
校
非
常
勤
講
師
か
ら
フ
ヱ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
国
文
学
科
助

教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
、
一
一

O
一
四
年
一
一
一
月
ま
で
ニ
十
四
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
大
学
及
び
日
本
文
学
科
の
た
め
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
。

一
九
九
七
年
四
月
に
は
教
授
に
昇
進
さ
れ
、
ま
た
電
気
通
信
大
学
、
鶴
見
大
学
、
北
海
道
教
育
大
学
教
育
学
部
趨
川
分
校
(
集
中
講
義
)
、
共
立

女
子
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
ら
れ
、
学
内
外
で
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
育
て
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
学
内
で
は
、
一
九
九
七
年
か
ら
一
九
九
九
年
ま
で
学
生
部
長
を
務
め
ら
れ
、
そ
れ
を
皮
切
り
と
し
て
一
九
九
九
年
か
ら
二

O
O
二
年

ま
で
日
本
文
学
科
主
任
、
二

O
O
六
年
か
ら
二

O
O
七
年
ま
で
文
学
部
入
試
主
任
、
ニ

O
O
九
年
か
ら
一
一

O
一
O
年
ま
で
教
職
課
程
主
任
、
一
一

0
0
九
年
か
ら
二

O
一
一
年
ま
で
大
学
説
委
員
・
大
学
評
議
員
、
一
一

O
一
一
年
か
ら
ニ

O
一
二
年
ま
で
教
務
部
長
、
二

O
一
一
年
か
ら
ニ

O
一

二
年
ま
で
言
語
セ
ン
タ
ー
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
御
研
究
の
分
野
で
は
、
科
学
研
究
費
助
成
研
究
と
し
て
「
中
国
思
想
上
に
於
け
る
内
心
』
概
念
の
成
立
と
そ
の
展
開
ヘ
ま
た
李
轄
を
中

心
と
し
た
中
国
哲
学
、
中
国
哲
学
史
の
研
究
を
展
開
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
た
楽
し
い
授
業
を
展
開
さ
れ
、
大
学

で
は
中
国
語
の
授
業
も
担
当
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
留
学
生
と
の
交
流
も
深
く
、
の
穏
や
か
な
お
人
柄
を
慕
う
学
生
が
多
く
い

た
こ
と
は
賭
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

二
O
一
盟
年
一
丹
十
六
日
に
行
わ
れ
た
両
先
生
の
最
終
講
義
に
お
い
て
は
、
受
講
生
の
み
な
ら
ず
、
の
第

じ
め
、
遠
く
か
ら
歴
代
の
、
ゼ
ミ
生
も
駆
け
つ
け
、
加
え
て
他
学
部
・
勉
学
科
の
学
生
、
ま
た
教
職
員
も
参
加
し
て
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

の
ゼ
ミ
長
を
は

藤
江
峰
夫
先
生
と
来
間
実
先
生
を
お
送
り
す
る
言
葉
を
認
め
な
が
ら
、
改
め
て
向
先
生
方

の

益

々

の

ご

健

勝

と

ご

活

躍

を

祈

り

つ

つ

、

て

い

た

だ

き

ま

す

。

の
大
き
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
と
共
に
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。
四
年
三
丹

呂
本
文
学
科
主
任

佐

藤

裕


